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厚生労働省資料に追記
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医療機器稼働状況報告書を健康福祉センターに提出

（令和６年度から）
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旧・外来医師偏在指標 新・外来医師偏在指標（確定値）

区域 偏在指標 摘要 区域 偏在指標 摘要

全国 106.3 全国 122.2

栃木県 ー(※) 栃木県 98.8

県北 81.4 県北 80.7

県西 99.0 県西 98.3 

宇都宮 107.5 外来医師多数区域 宇都宮 109.6 外来医師多数区域

県東 98.1 県東 107.3

県南 95.8 県南 99.5 

両毛 93.3 両毛 92.6 

新・外来医師偏在指標による評価

63

• 新指標における本県の順位は37位であり、宇都宮区域は外来医師多数区域に該当している
• 新旧の指標を比べると、宇都宮・県東・県南区域では増加しているが、県北・県西・両毛区域では減少している
• 新旧の医師偏在指標それぞれで区域を比較すると、最大値（宇都宮）と最小値（県北）の差は増加している（旧：26.1 ⇒ 

新：28.9）

37位

(※)栃木県の都道府県外来医師偏在指標は96.2であるが、外来医療計画では
二次医療圏単位の外来医師偏在指標のみ定められており公表データはない。
（都道府県単位での外来医師偏在指標は国のガイドラインにおいても求められ
ていない。）

参考 茨城県 88.2(44位)、群馬県 108.2(21位)


